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自由来館 学童クラブ 自由来館 学童クラブ

図書ボランティア

35 児童館の本の整理・修復や子育てサロ
ンでの試食・工作の作成をしてもら
う。作業量が多くなって負担になりす
ぎないように考慮する。

ふれあいBooklove

33 131 2 20 153 季節に合わせた絵本の紹介や、生き物
と触れ合う。お母さんも良い経験に
なったと楽しまれていた。今年度は
「えほんとたべもの」と月に１回だ
け”食”をテーマにした内容を実施。
とても好評だった。

子育てサロン「夢わかば」

9 107 2 87 196 紙芝居、季節の歌をサロンメンバーの
役割として実施した。各月の内容も、
サロンメンバーと児童館職員でアイデ
アを出し合い、年間で計画を立てた。
食べる活動も取り入れて試作から携
わってもらった。

さくら会「こんなうたしってる？」

9 47 38 85 季節に合わせた歌や手遊びで参加者を
楽しませてくださった。今年度は「世
界の童話」をテーマに、それにまつわ
る歌や絵本を紹介してくださった。今
年度は工作を取り入れたことで、参加
者が増えたが準備が全て児童館側がす
ることになり負担になった。来年度は
よちよちクラブの内容の一つとして実
施することになる。

プチスタ会議

12 46 46 主にケロちゃんクラブの工作等を担当
してもらう。学童クラブ用に空気砲を
つくってもらい、誕生日で活用する。
来年度はママカフェを検討している。

絵本クラブ「ゆかいなくま」

14 34 126 3 163 絵本クラブの先生として児童からも親
しまれていて、絵本の読み聞かせも児
童は楽しそうに聞いていた。

おみせやさん

1 11 6 25 11 4 9 66 店員をしてもらう。なつまつり等でも
手伝ってもらっていたため、スムーズ
にお菓子の受け渡しができていた。

畑の活動
1 1 10 11 土曜日利用の児童に声をかけて希望者

のみ参加。じゃがいもや大根の種を植
える。

ベビーマッサージ

1 12 12 24 講師がよちよちクラブでいつも顔を合
わせるお母さんということもあり人気
も高く、都合により終了することにな
たときは、残念がる声が多く出た。

恵光寺「七夕まつり」へおでかけ

1 10 13 8 7 1 6 恵光寺から仏様の話を聞いたりして、
お祈りをする。そうめんもご馳走して
もらい嬉しそうにしていた。

手づくりクラブ「ケロケロ」
19 35 154 1 16 5 児童の工作の手伝いや危険なことがな

いよう見守りをしてもらう。

いちはらのじどうかんなつまつり
1 86 64 9 48 1 1 121 社協ボランティア、交通安全会、消防

分団、学童クラブ保護者会が参加。
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(1)地域住民との交
　流を促進する活
動

主　　催 成果と課題
合　計

連携団体
中高生

参　加　人　数

大人
小１～３年



ばぁラボ
1 8 3 土曜日利用の児童を対象に参加。染物

の体験をさせてもらう。

川島織物セルコン企画
「ならしてあそぼカラフル楽器」

2 9 5 18 1 4 11 毎年川島織物セルコンの方が緞帳糸を
用いた工作を企画。当日は、幼児～小
学生までの子どもたちが参加し、地域
のボランティアの方も工作のお手伝い
として来館、多世代が集うイベントと
なった。

市原野児童館こどもまつり
1 29 55 9 21 1 1 42 社協ボランティア、交通安全会、消防

分団、体振、学童クラブ保護者会が参
加。

あそビバ‼「やきいもパーティ」

1 19 15 30 10 4 17 焼き芋をきっかけに参加した乳幼児親
子も複数いて、さくら会との出会いの
機会となった。焼き芋をいただきなが
ら保護者とさくら会のお二人との会話
も盛り上がっていた。来年度以降も継
続するとともに、利用者が参加したい
と思える企画を作っていく。

総合避難訓練

1 4 29 3 7 消防署、消防分団との交流の機会に
なった。消火器を使った消火器訓練の
演習もできた。

乳幼児親子クリスマス会

1 23 20 さくら会、サロンがそれぞれに役割を
担い、今までのプログラムを踏襲しな
がらも乳幼児親子が安心して楽しめる
プログラムで進行することができた。

あそビバ‼「クリスマスお楽しみ会」
1 5 9 29 10 7 2 パフェの作成の手伝いをしてもらい、

時間通りに進行することができた。

洛北中学校チャレンジ体験

4 8 洛北中学校から２名の中学生が児童館
の職業体験に来てくれた。中学校の担
当教諭と事前打ち合わせを行い受け入
れ。４日間の日程の中で午前中多くの
乳幼児親子や地域のボランティアの方
とかかわりを持つことができた。

子育て講座
「こどもとあそぼ！
リトミックあそび」

1 11 12 23 講師を呼んで開催する。どの年代にも
楽しめるような内容だった。この行事
に参加したことがきっかけで遊びに来
てくれる方もいた。

中高生 大学生 大　人 合　計

さくら会
17 17

子育てサロン「夢わかば」
57 57

乳幼児親子クリスマス会
12 12

プチスタ会議
48 48

図書ボランティア
133 133
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(2)ボランティア
　　活動の推進

149 455
活　　動　　人　　数

767241500 44

成　　　果　　　と　　　課　　　題

109 17
－

今年度、予定していた１１回すべてを行うことができた。乳幼児親子のために工夫を凝らしたプログラムを用意してくださ
り、参加した子どもたちも喜んでいた。

月3～4回の活動の中で、児童館図書室の蔵書整理と本の紹介、また子育てサロン「夢わかば」の工作準備やクッキングの試
作なども行った。

毎月の活動の中で、ケロちゃんクラブの工作準備を担ってくださった。

4年ぶりにランチタイムを開催し、参加した保護者は大変喜んでおられた。

今年度、予定していた１０回すべてを行うことができた。季節の行事や野菜の収穫など市原野ならではの取り組みも多く、
保護者からも人気である。



絵本クラブ「ゆかいなくま」
14 14

市原野自治連合会・市原野小学校

市原野小学校ＰＴＡ

洛北中学校ＰＴＡ

市原野保育園保護者会

市原野児童館学童クラブ保護者会

静市民生児童委員会市原野

児童館運営協力会

市原野社会福祉協議会

市原野体育振興会・市原野消防分団

市原野交通安全会・市原野女性会

北シルバークラブ・すこやかクラブ

立番ボランティア・静市交番

保護司会・少年補導市原野支部

(3)地域との連携を
　促進する活動

＜児童館こどもまつり＞
・各コーナーを担当
（社協・民生ボランティア）
（女性会）
（学童クラブ保護者会）さん
（交通安全会、消防分団）
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読み聞かせボランティアの方が参加してくださって、たくさんの絵本を紹介してもらった。また、クッキングや工作の際は
図書ボランティアから助っ人参加もあった。

例年通り、各関係団体に協力依頼し、活気あふれる市原野児童館の「なつまつり」、
「こどもまつり」の開催を目指した。今年度は【社協・民生ボランティア】、【交通安
全会】、【消防分団】、【体育振興会】、【女性会】、【学童クラブ保護者会】へ協力
を依頼する。参加した各団体からも、「やりがいもあるし、こどもたちのために協力は
惜しまない」、「児童館が旗を振ってくれたらなんでも協力しますよ」と言っていただ
けている。来年度以降も各種団体とのつながりを深めていきながら、地域全体での連携
を促進していきたい。

＜市原野地域子育て支援ネットワーク会議＞
＜市原野地域子育て支援ネットワーク会議運営委員会＞
・地域の子どもたちについて情報共有
・子どもに係る研修、イベントの企画運営

＜市原野児童館運営協力会＞
・児童館の取り組み紹介、情報共有、
・総会にて年間計画、年間報告。

年間数回の運営委員会の開催によって、子どもに係る各種団体と情報を共有した。また
防災研修、イベント「ほっこりひろば」を開催して、地域連携を深めた。来年度は鞍馬
小学校と市原野小学校の統合、市原野小学校設立１５０周年を受けて、さらに地域の
ネットワークづくりに尽力したい。

年４回の開催と話し合いを通じて、児童館を地域にアピールし、相互の協力関係信頼関
係を築くことができた。来年度も定期的に開催したい。

＜なつまつり＞
・各コーナーを担当
（社協・民生ボランティア）
（学童クラブ保護者会）
（女性会）
（交通安全会、消防分団）


